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年
が
明
け
た
、
と

思
っ
た
ら
、
も
う
２

月
。
３
日
は
節
分
。

「
福
は
内
、
鬼
は
外
」

と
豆
を
ま
い
て
幸
せ

を
呼
ぶ
行
事
が
あ
り

ま
す
▼
こ
の
「
鬼
」

に
つ
い
て
。
童
話
の
「
桃
太
郎
」

の
な
か
で
も
犬
な
ど
を
ひ
き

つ
れ
て
「
鬼
が
島
」
に
「
鬼
征

伐
」
に
い
く
。
と
い
う
は
な

し
が
あ
り
ま
す
▼
先
日
、
新

聞
に
小
学
生
か
ら
の
投
稿
が

「
鬼
の
親
が
人
間
に
殺
さ
れ
た

ら
、
鬼
の
こ
ど
も
や
、
鬼
の

家
族
も
悲
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
」
と
、
家
で
話
し
合
っ
た
、

と
の
こ
と
▼
ふ
だ
ん
、
な
に

げ
な
く
聞
い
た
り
、
は
な
し

た
り
し
て
い
る
こ
と
な
の
に
、

「
は
っ
」
と
ひ
き
つ
け
ら
れ
ま

し
た
▼
毎
日
の
く
ら
し
の
な

か
で
、
空
気
の
よ
う
に
、
意

識
し
な
く
て
も
、
生
き
て
い

く
の
に
大
事
な
こ
と
の
ひ
と

つ
に
「
憲
法
」
が
あ
り
ま
す
。

地
球
に
は
、
争
い
ご
と
を
戦
争

で
「
解
決
」
し
よ
う
と
、
殺

し
合
い
が
絶
え
ま
せ
ん
▼
で

も
、
こ
の
70
年
あ
ま
り
、
日

本
は
、
明
治
時
代
か
ら
続
い

た
侵
略
戦
争
で
の
悲
惨
な
結

果
か
ら
、
殺
し
合
い
の
戦
争

を
ま
っ
た
く
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
国
憲
法
の
９
条
で
、
「
戦

争
の
放
棄
」
「
武
力
。
戦
力
の

放
棄
」
を
か
か
げ
、
も
め
ご
と

の
解
決
は
、
戦
争
で
は
な
く
。

外
交
、
話
し
合
い
で
と
世
界

に
発
信
し
て
い
る
か
ら
で
す

▼
「
占
領
下
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
押
し
付
け
ら
れ
た
、
み
っ

と
も
な
い
、
い
ま
の
憲
法
は
、

改
め
る
べ
き
」
安
倍
首
相
は
、

「
憲
法
九
条
に
自
衛
隊
」
を
書

き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争

す
る
国
づ
く
り
を
、
と
今
の

国
会
で
発
議
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。
▼
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
が
呼
び
か
け
、
民
医
連
、

友
の
会
も
す
す
め
て
い
る
「
安

倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
。
３
千
万
署
名

運
動
」
急
い
で
、
輪
を
ひ
ろ

げ
ま
し
ょ
う
。（
Ｈ
）
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12
月
16
日
（
土
）、
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
３
階
に
て
「
高
校

生
合
格
を
祝
う
会
＆
国
家
試
験

激
励
会
＆
医
療
・
介
護
系
学
生

ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
会
は

５校

来
年
4
月
に
医
療
・
介
護
系
専

門
学
校
＆
大
学
へ
入
学
の
決

ま
っ
た
高
校
生
や
浪
人
生
の
お

祝
い
会
と
、
２
か
月
後
に
国
家

試
験
を
受
け
る
医
療
・
介
護
系

学
生
の
激
励
会
を
兼
ね
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、

看
護
専
門
学

校
＆
看
護
大

学
に
合
格
し

た
高
校
生
10

名
、
看
護
奨

学
生
52
名
、

介
護
奨
学
生

３
名
、
リ
ハ

奨

学

生

１

名
、
合
計
66

名
の
学
生
が

集
ま
り
、
賑

や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

合
格
し
た

高
校
生
は
午

前
中
、
医
療

現
場
体
験
を

行
い
、
改
め

千葉民医連
医療・介護系 奨学生募集

　将来千葉民医連の病院・診療所・薬局・訪問
看護ステーション、介護福祉施設等で働きたい
と考える、医療系・介護系学生を支援する、奨
学金制度です。

＊お申込み・ご相談、資料
請求等は随時対応致します。
【申込み・問合わせ先】
千葉県民主医療機関連合会（千葉民医連）
〒 260-0013 千葉市中央区中央 4-8-8-201

TEL ０４３－２２４－７４９７
chiba-ishibu@min-iren-c.or.jp

返済免除
制度有

これからの地域医療・介護・福祉を
担う学生さんを応援します！

■医学 月額８万円（上限）　■薬学    月額５万円（上限）
■看護 月額５万円（上限）　■リハビリ 月額５万円（上限）
■介護 月額３万円（上限）　（その他、貸付もあります）

て
医
療
・
介
護
系
学
生
に
な
る

た
め
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
と
な
り
ま
し
た
。
昼
か
ら
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
高
校
生
と
奨

学
生
が
一
緒
に
ピ
ザ
と
豪
華

オ
ー
ド
ブ
ル
を
食
べ
な
が
ら
、

先
輩
学
生
に
学
校
生
活
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
交

流
し
ま
し
た
。

　

お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

後
は
グ
ル
ー
プ
対
抗
交
流
会
。

「
ま
ち
が
い
探
し
」
ゲ
ー
ム
で

は
２
つ
の
絵
を
見
比
べ
な
が

ら
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
探
し

ま
し
た
。
「
２
０
１
７
年
を
振

り
返
っ
て
」
○
×
ク
イ
ズ
は
、

政
治
・
芸
能
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

等
か
ら
出
題
。
合
計
点
数
の
高

い
グ
ル
ー
プ
か
ら
賞
品
（
中
身

は
お
菓
子
）
を
選
ぶ
権
利
が
あ

り
、
み
ん
な
真
剣
で
し
た
。

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
タ
イ
ム
」
で

は
、
国
家
試
験
を
間
近
に
控
え

た
先
輩
は
後
輩
達
の
作
っ
た

「
絶
対
合
格
絵
馬
」と
激
励
グ
ッ

ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
高
校
生
は

医
療
・
介
護
系
学
生
に
な
っ
て

か
ら
も
活
用

で
き
る
メ
モ

帳
や
ボ
ー
ル

ペ

ン

等

が

入
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
そ

れ
ぞ
れ
低
学

年
の
奨
学
生

か
ら
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
ド
ー
ナ
ツ
バ
イ
キ

ン
グ
」
の
後
は
看
護
奨
学
生
が

司
会
を
担
当
し
、レ
ク
交
流
会
。

「
名
前
ビ
ン
ゴ
」
で
、
全
員
が

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

お
互
い
知
ら
な
い
人
同
士
、

年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
や

は
り
同
じ
医
療
者
を
目
指
す
者

同
士
す
ぐ
に
意
気
投
合
。

　

大
盛
り
上
が
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
し
た
。

　２０１８年１月１０日、その日は朝から快晴だった。出

発の準備を整え、期待と不安を抱きバスへと向かった。バ

スの中は予想通り私の知らない人ばかりであり、より一層

不安に駆られた。しかし、友の会の方々は私の不安を取り

除くかのように、優しく話しかけてきてくれた。話の内容

としては、今の研修はどうかや出身地はどこか、東照宮は

来たことがあるか等、そんな会話ができて気持ちが落ち着

いた。バスでの時間はあっという間に過ぎ、気づけば昼食

の時間になっていた。昼食はゆばを贅沢に用いた食事であ

った。出された料理はどれもおいしくてご飯を２回もおか

わりしてしまった。午後はいよいよ本日のメインの東照宮

の観光であった。東照宮にあった建築物はどれも圧巻の造

りで、その見事な造りに圧倒されるばかりであった。

　帰りのバスの中では、その日参加した方々から感想を発

表する場となった。参加された方々の中には、友の会には

入会しているがこのような行事に参加するのは今回が初め

てだという方もいらっしゃった。しかしどの方も天候にも

恵まれ、思い出に残る一日になったと生き生きとした声で

語っていた。私にとっても友の会の方々と気軽にふれあい

話ができて、仕事を忘れ息抜きができた貴重な一日となっ

た。今後もこのような機会があったら積極的に参加してい

こうと思う。　　　　　　　　　　　　 研修医　鈴木 悠太

絶対合格絵馬

日光東照宮

間違え探しゲーム

七福神めぐり・日光東照宮七福神めぐり・日光東照宮
45名参加 明日を担う

     キラキラ学生の集い
明日を担う
     キラキラ学生の集い

― 合格は絵馬に託して ―



二和病院・健康友の会ニュース （２）

　

１
月
９
日
（
火
）
午
後
、
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階
で
保
健

委
員
会
の
新
年
大
交
流
会
を
実

施
。
48
名
が
参
加
。

　

豪
華
な
食
事
。
自
己
紹
介
で

は
、
南
部
馬
方
節
や
歌
を
披
露

さ
れ
る
方
も
あ
り
、
大
変
和
や

か
な
時
を
過
ご
す
。
催
し
も
の

で
は
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
脳
ト
レ
、
民

謡
な
ど
班
活
動
の

特
色
を
活
か
し
た

も
の
な
り
、
皆
さ

ん
の
笑
顔
が
絶
え

な
い
。
全
員
で
炭

鉱
節
。
ビ
ン
ゴ
大

会
で
は
、
全
員
が

景
品
を
手
に
し
、

満
足
顔
。

　

最
後
に
全
員
で

早
春
賦
他
、
数
曲

を
歌
い
「
お
互
い

に
元
気
で
あ
り
た

い
。」
を
願
っ
て

解
散
。渡

邉　

正
行

　

１
月
７
日
（
日
）
に
２
０
１

８
年
最
初
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

行
い
、
「
谷
中
七
福
神
め
ぐ
り
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
９
名
の

会
員
さ
ん
の
参
加
で
し
た
。

　

ま
ず
は
福
禄
寿
を
祭
っ
た
東

覚
寺
、
さ
す
が
に
松
の
内
と

あ
っ
て
長
い
参
拝
の
列
に
並
ん

　

12
月
９
日
（
土
）
法
典
公
民

館
に
て
「
扇
飾
り
」
作
り
を
27

名
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。　

11
月
９
日
の
骨
検
診
時
に
宣
伝

し
た
と
こ
ろ
４
名
予
約
が
あ
り

ま
し
た
。

　

12
月
11
日
（
月
）
江
原
台
会

館
の
「
国
保
・
都
道
府
県
化
学

習
会
」
は
内
容
の
硬
さ
故
か
解

り
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
は
期
待

よ
り
少
な
い
９
名
で
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
会

場
周
辺
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
は

５
０
０
枚
程
で
し
た
が
、
年
金

　

12
月
７
日
（
木
）
今
回
は
鮭

の
ち
ら
し
寿
司
と
福
を
呼
び
こ

む
七
福
汁
、
豚
挽
き
肉
、
だ
い

こ
ん
、
ゴ
ボ
ウ
、
人
参
、
陳
げ

ん
菜
、
大
麦
を
入
れ
た
し
ょ
う

ゆ
味
の
汁
。
ひ
じ
き
の
ナ
ム

ル
、
ひ
じ
き
、
も
や
し
、
き
ゅ

う
り
人
参
ご
ま
油
を
混
ぜ
合
わ

せ
る
。
簡
単
に
つ
く
れ
ま
す
。

　

野
菜
い
っ
ぱ
い
の
料
理
で
し

た
。
汁
の
中
に
大
麦
が
入
っ
て

　

12
月
12
日
（
火
）、
地
区
で

の
「
も
み
じ
狩
り
」
と
い
う
事

で
行
っ
た
が
紅
葉
は
な
し
、
６

名
の
参
加
で
し
た
。

　

日
本
で
１
，
２
を
競
う
ア
ン

デ
ル
セ
ン
公
園
と
の
こ
と
。
期

待
を
胸
に
バ
ス
停
で
待
っ
て
く

さ
っ
た
４
人
の
方
と
合
流
。

　

花
の
少
な
い
こ
の
時
期
に
外

国
の
品
種
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

　

11
月
29
日
（
水
）
鎌
ケ
谷
市

東
部
学
習
セ
ン
タ
ー
で
新
た
な

　

12
月
２
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
た
〝
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
＆

ク
リ
ス
マ
ス
会
〟
は
、
今
年
も

大
盛
況
で
し
た
！
今
年
は
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
も
含
め
、
総
勢
約

医
師
の
渡
邉
祐
登
さ
ん
、
ふ
た
わ
訪
問

看
護
Ｓ
Ｔ
の
彩
織
さ
ん
の
長
男
、
敦
登

(

あ
つ
と)

ち
ゃ
ん
（
１
歳
１
ヶ
月
）

最
近
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
谷
中
七
福
神
め
ぐ
り
」に

９
名
が
参
加
！
丸山地区

折
り
紙
教
室

「
扇
飾
り
」お
正
月
バ
ー
ジ
ョ
ン
法典地区

ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た

国
保
・
都
道
府
県
化
学
習
会
佐倉地区

健
康
食
を
再
認
識

料
理
実
習
に
参
加
し
て
二宮・三田
地 区

関
西
出
身
・
初
め
て
の

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
へ
西・高・芝
地 区

健
康
講
座
に
２
２
３
名　

松
隈
英
樹
院
長
の

「
新
た
な
国
民
病
慢
性
腎
臓
病
」

大
盛
況　

子
育
て
支
援

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ク
リ
ス
マ
ス
健 委 員 会
子育て支援
グ ル ー プ

参
加
者
48
名

大
満
足
の
新
年
大
交
流
会
保 健
委 員 会
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で
お
参
り
。
青
雲
寺（
恵
比
寿
）、

修
性
院
（
布
袋
尊
）
を
お
参
り

し
、
谷
中
銀
座
近
く
の
「
夕
や

け
だ
ん
だ
ん
」
で
は
餅
つ
き
が

行
わ
れ
て
お
り
屋
台
も
出
て
い

ま
し
た
が
横
目
で
我
慢
し
日
暮

里
駅
近
く
の
天
王
寺
、
５
番
目

の
長
安
寺
を
お
参
り
し
、
近
く

の
松
寿
庵
と
い
う
お
蕎
麦
屋
さ

ん
で
「
谷
中
七
福
神
そ
ば
」
で

１
時
間
遅
れ
の
昼
食
。

　

上
野
公
園
近
く
の
護
国
院

（
大
黒
天
）
で
記
念
撮
影
。
最

後
は
上
野
不
忍
池
に
あ
る
不
忍

池
弁
天
堂
（
弁
財
天
）。
快
い

疲
れ
の
な
か
午
後
３
時
半
に
無

事
馬
込
沢
駅
に
帰
り
着
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　

小
川　

正
光

　

画
用
紙
に
折
り
紙
を
貼
る
時

は
、丁
寧
な
人
、大
雑
把
な
人
、

自
己
流
の
人
と
色
々
で
し
た
が

楽
し
そ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

水
引
き
で
、
「
あ
わ
じ
結
び
」

を
作
る
時
は
、
指
が
う
ま
く
使

国
民
病
と
言
わ
れ
、
患
者
さ
ん

は
糖
尿
病
よ
り
多
く
、
１
３
３

０
万
人
、
成
人
８
人
が
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
「
慢
性
腎
臓
病
」

に
つ
い
て
松
隈
英
樹
院
長
が
健

康
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
２
２
３

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
役

員
さ
ん
を
中
心
に
会
場
づ
く
り

が
行
わ
れ
、
司
会
は
若
手
職
員

の
伊
坂
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

　

松
隈
院
長
は
約
一
時
間
「
慢

性
腎
臓
病
」
の
原
因
、
予
防
等

60
名
！

　

ま
ず
は
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
。
素
敵
な
選
曲
と
曲
間
の
軽

快
な
ジ
ョ
ー
ク
。
そ
の
後
の
プ

チ
カ
ッ
プ
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
へ

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
子
供
は

楽
し
そ
う
に
個
性
豊
か
な
ケ
ー

キ
を
作
り
ま
し
た
。
間
髪
入
れ

ず
に
毎
年
恒
例
、
サ
ン
タ
さ
ん

登
場
！
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ー

ス
！
」。
子
供
た
ち
の
興
奮
Ｍ

Ａ
Ｘ
！

　

子
供
た
ち
が
お
菓
子
を
食
べ

て
い
る
間
に
、
舞
台
に
は
「
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
が
。

　

そ
し
て
、
大
ト
リ
は
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
。
少
な

い
時
間
で
完
璧
と
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
そ
こ
は
ご
愛
嬌
。

松
村　

真
子

え
ず
何
回
も
練
習
し
ま
し
た
。

諦
め
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
皆

さ
ん
の
食
い
付
き
の
良
さ
に
感

心
し
ま
し
た
。
上
手
な
人
も
い

て
「
出
来
る
じ
ゃ
ん
」
と
ニ
ヤ

リ
。
全
員
が
立
派
な「
扇
飾
り
」

が
完
成
し
華
や
か
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　

初
見　

政
子

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
質
問
も
12

人
の
方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
は
鎌
ケ
谷
西
地
区
の
小

川
富
恵
さ
ん
が
、
多
数
参
加
し

て
い
だ
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝

も
含
め
て
行
い
ま
し
た
。

健
康
講
座
実
行
委
員
会

者
組
合
の
支
部
長
、
執
行
委
員

の
方
に
も
チ
ラ
シ
を
渡
し
て
い

ま
し
の
で
、
20
名
程
の
参
加
者

を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
学
習
会
」
の
内
容
は
、様
々

な
数
字
が
並
び
、
す
ぐ
に
は

中
々
ピ
ン
と
は
来
な
い
内
容
で

し
た
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

健
康
に
直
結
し
た
決
し
て
見
過

ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
厳
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

中
村　

隆
治

も
意
外
と
た
べ
や
す
か
っ
た
。

　

私
は
普
段
、
肉
が
好
き
で
野

菜
の
料
理
が
す
く
な
く
、
冬
の

料
理
は
な
べ
物
が
多
く
肉
、
野

菜
、
魚
な
ど
、
と
、
大
根
、
人

参
、
椎
茸
、
白
菜
を
い
れ
て
、

汁
物
に
し
ま
す
。

　

健
康
に
気
を
つ
け
る
友
の
会

の
活
動
に
本
当
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。　
　
　
　

川
俣　

節
江

見
ら
れ
、
し
か
も
見
た
こ
と
の

な
い
色
合
い
の
も
の
が
沢
山
咲

い
て
ま
し
た
。
他
に
も
ビ
オ

ラ
、
ス
ト
ッ
ク
、
山
茶
花
な
ど

の
花
々
。
ヤ
マ
ガ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、

カ
イ
ツ
ブ
リ
な
ど
、
私
の
大
好

き
な
野
鳥
達
。
想
像
以
上
に
素

敵
な
公
園
で
し
た
。

　

お
昼
の
御
弁
当
の
お
稲
荷
さ

ん
を
い
た
だ
き
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
、
散

策
と
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

早
川　

秀
子
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　今年もまたスギ花粉症の季節がやってきます。

国民病とも言われる花粉症ですから、毎年春に

なると憂うつになる方も多いと思います。かく

言う私も高校生の頃から花粉症と付き合ってい

ますので、かれこれ40年近い付き合いになります。

　花粉症に関しては、花粉を吸い込まないこと

（花粉が多い日の外出は避ける、マスクをする、

部屋の窓を開けない）、身体に付けないこと（外出から帰ったら玄関で

頭と衣服を払う、顔を洗うなど）の注意が必要です。薬物療法としては、

抗ヒスタミン剤の内服（最近のものは眠気が少なくなっていますが、

人によっては眠気が出る場合もあります）、抗アレルギー剤やステロイ

ド剤の点鼻、点眼薬などがあります。

　新しい治療として、スギ花粉による舌下免疫療法があります。これ

は以前、減感作療法と言われていたものですが、スギの花粉から抽出

したエキスを毎日口の中に入れ、舌下で２分間ためておいてそのあと

飲み込むと言うものです。治療期間は３年～５年と長く、症状がなく

ても毎日続ける必要がありますが、治療がとても良く効く場合には花

粉症が治ってしまう場合もあります。ただ、全員に良く効くと言うわ

けではなく、効果としては、良く効くが３割、まあ効くが４割、効か

ないが３割くらいです。エキスを口に含んだ時にイガイガピリピリな

ど違和感を感じる場合もありますが、多くは副作用もありません（重

篤なアナフィラキシーなどは非常に稀です）

　スギ花粉エキスのシダトレンを処方するには講習を受けて資格を受

けた医師が処方することが必要です。この治療を希望する人は一度主

治医に相談してみてください。

小児科　医師　佐藤 隆史

健　康　講　座
「花粉症」

　今年は「戌年」ですね。戌と言えば産婦人科では「安産祈願の

戌の日」です。

　妊娠5カ月の戌の日に安産祈願することで、無事に赤ちゃんを出

産できるようにとの風習です。では、いつからこのような風習が

はじまったのでしょうか。

＊腹帯をお腹に巻く由来
　この風習の始まりは古く「古事記」が起源である説が有力だそ

うです。

　仲哀(ちゅうあい)天皇（14代）の皇后が妊娠中に三韓(さんかん)

（現代の韓国）に行ったとき身ごもっていたお腹を守るため、帯の

中に石を挟みいれてお腹に巻きつけていた。その後無事に帰国して、

出産することが出来た。（古事記より）

と書かれています。江戸時代､この時に巻いた帯が縁起がいいとし

て腹帯（岩田帯）になったといわれています。岩田帯の由来は、

本来の「結肌帯」（ゆいはだおび）が岩のように頑丈な体で健康な

赤ちゃんが生まれるようにとの願いから、「岩田帯」と呼ばれるよ

うになった説があるようです。丈夫な子どもが産まれそうな由来

ですね。

＊なぜ「戌の日」に安産祈願なのでしょうか？
　これは有名で、他の動物に比べて犬はお産が軽く一度にたくさ

んの子どもを産むことにあやかってい

るようです。また、一説によると犬は

悪霊を追い払い、狐狸などからも子

供を守る話もあります。また、「戌の日」

でなくても同じような由来があるのが、

「鼠(ねずみ)の日」です。確かにね

ずみもたくさん産みます。妊娠５カ月の戌の日に都合がつかなかっ

たら、「鼠の日」に祈願してもらうのもご利益がありそうですね。

＊安産祈願でいただいたさらし布のその後のどうする？
　今は、さらし布は実用的でないと、ガードルタイプや腹巻タイ

プが主流になっています。

安産祈願というよりは、腰痛予防・保温・お腹の保護が目的です。

安産祈願でいただいたさらし布は、赤ちゃんの物にリサイクルで

きます。祈祷している布なので赤ちゃんを悪霊から守ってくれる

お守りになりそうですね。

◎産婦人科外来では、腹帯（岩田帯）の巻き方を学ぶ「着帯指導」

があります。

　安産祈願に戌の日に巻きませんか、巻き

方の分からない方はご相談ください。

（次回の産婦人科コラムは４月号に掲載致

します。）

　

「
や
せ
る
教
室
」
卒
業
生
の

「
薬
を
や
め
る
こ
と
が
出
来

た
」
と
い
う
ふ
れ
あ
い
体
験

記
事
を
読
み
、
私
も
出
来
れ

ば
「
飲
み
た
く
な
い
」
と
入

学
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
事

前
検
査
の
日
ま
で
に
少
し
体

重
を
減
ら
し
た
い
と
ち
ょ
っ

と
が
ん
ば
り
、
３
㎏
く
ら
い

減
り
ま
し
た
が
、
入
学
式
ま

で
に
は
元
に
戻
り
、
プ
ラ
ス

２
㎏
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

１
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が

１
，
３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。

病
人
食
？
お
腹
が
す
い
て
仕

方
が
な
い
の
で
は
？

　

こ
れ
で
足
り
る
の
？
と
疑

問
を
感
じ
な
が
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
朝
夕
の
体
重
測
定
、

１
日
の
歩
数
、
食
事
量
、
運

動
時
間
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
な

ど
を
ノ
ー
ト
に
記
入
す
る
作

業
に
慣
れ
る
の
に
１
カ
月
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
。
毎
日
記

録
し
て
い
て
も
な
か
な
か
体

重
は
減
ら
な
い
！
決
め
ら
れ

た
食
事
量
し
か
摂
っ
て
な
い

の
に
ど
う
し
て
？
と
思
い
な

が
ら
も
根
気
良
く
続
け
、
１

カ
月
が
過
ぎ
た
頃
に
１
㎏

減
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。

　

計
画
に
従
っ
た
生
活
も
習

慣
に
な
り
、
最
終
的
に
は
７

㎏
減
量
し
、
内
臓
脂
肪
が
減
っ

た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
で

す
。
サ
イ
ズ
は
２
サ
イ
ズ
小

さ
く
な
り
、
太
っ
て
着
ら
れ

な
く
な
っ
た
も
の
も
着
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
店

頭
で
自
信
を
持
っ
て
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
Ｍ
サ
イ
ズ
っ

て
良
い
な
ー
！

　

現
状
を
維
持
し
よ
う
と
思

い
、
週
２
回
は
体
操
教
室
に

通
い
、
上
手
に
調
整
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
食
事
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
に

な
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
？

す
べ
て
自
分
の
た
め
！
ガ
ン

バ
ル
の
も
自
分
、
実
行
す
る

の
も
自
分
、
や
せ
る
と
い
う

ご
褒
美
に
預
か
れ
る
の
も
自

分
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
し

た
。
本
当
に
や
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。

２
０
１
７
年　

卒
業
生

太
田 

よ
し
の
、
松
上 

匡
子

戌の日は安産・子授けの吉日産婦人科コラム

を
受
講
し
て

を
受
講
し
て

「
や
せ
る
教
室
」

「
や
せ
る
教
室
」

「
や
せ
る
教
室
」

「
や
せ
る
教
室
」
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◎
ご
購
読
申
し
込
み
は
も
よ
り
の
地
区
役
員
、

友
の
会
事
務
局
☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

外
来
案
内
コ
ー
ナ
ー
（
総
合
案
内
と
な
り
）
ま
で

　

２
０
１
８
年
１
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
方

は
、
会
費
納
入
の
時
期
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
以

前
に
ご
入
会
の
方
で
、
会
費
を
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
い
な
い
方
も
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ふ
た
わ
診
療
所
友
の
会
コ
ー
ナ

ー
（
10
時
～
12
時
）
・
友
の
会
事
務
所
（
10
時

～
16
時
）
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
友
の
会
事
務
所
ま
で
。
納

入
の
際
は
会
員
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
友
の
会
役
員
が
、
お
訪
ね

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

友
の
会
事
務
所　

☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

　２０００年に施行された介護保険制度。現在、船橋市では平成３０年度から

３年間の、第８次高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画策定のための

素案を作成しています。標題には「高齢者がいつまでも住み慣れた地域で暮ら

し続けられるように…」と掲げています。が、介護保険施行当初の、「社会で介

護を支えよう」という大きな柱はどこへやら置き去りにされてしまったようです。

○８０歳　男性　要介護１　独居
　糖尿病、喘息、脊柱管狭窄症
　要介護１と要支援２を行ったり来たり。それぞれの有効期間は半年間しか出ま

せん！デイサービスを利用していますが、支援の場合デイサービスの利用上限は

週２回、介護１では週４, ５回程度利用可能です。介護１と支援２が半年づつ交

互に出ているので、次回の更新時も介護１が出るとは限りません。結果、デイサー

ビスの利用回数は２回のまま経過しています。本人の生活の質を考えると利用

回数を増やすことが必要です。

○８５歳　男性　要介護３　妻と２人暮らし
　認知症、心不全
　制度改定により、負担割合が２割になったことで、デイサービスの回数を増

やすことを断念。ショートステイの利用も検討していましたがこれも断念。利

用料が２倍になることの経済的負担は精神的にも打撃が大きく、結局介護負担

がさらに追いかぶさっています。

　サービスを利用していることで生活の質を保ち、状態の安定が保持できてい

たのに、本末転倒です。

　利用料２割負担の所得水準は、収入の種類や世帯構成により異なるのでわか

りにくいのですが、単身世帯における実質収入だけを想定すると、負担割合２

割のラインは２８０万円です。という事は、実質収入が２７９万円の人は１割、

２８０万円の人は２割となります。所得水準のはざまの人たちが非常に苦しい

思いをしています。実質収入が千万単位である人は自己負担が２割でも仕方な

いかもしれませんが、実際、地域には年間の収入が千万単位の高齢者などほと

んどいません。戦後の日本を、企業戦士として働きぬいて日本を守ってきた人

達の収入から自己負担２割を出すなど到底理解できません。高齢者が本当の意

味で安心して住み続けられる地域はどこにあるのでしょうか。弱者を守るため

の政治であってほしいと、切に願います。

八木が谷在宅介護支援センター　　泉水 玲子

巻頭エッセイ／

好評発売中

2018
月号 380円2

林田光弘さん
（ヒバクシャ国際署名キャンペーンリーダー）

和歌山県みなべ町まちのチカラ

アロマのある生活けんこう教室

社会とつながるパン屋まちづくり

新しい道に挑戦を守りたい９条

食と健康 作りおきできるおかず

 

平
和
部

み
ん
な
で
考
え
る
会

　
２
月
８
日
（
木
）午前

10
時
～
12
時

▽
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

 

歴
史
勉
強
会

　
２
月
22
日
（
木
）午前

10
時
～
12
時

（
テ
キ
ス
ト
学
び
舎
教
科
書
）

 

何
で
も
相
談
会

　
２
月
23
日
（
金
）午前

10
時
～
12
時

▽
診
療
所
外
来
待
合

医療・介護の改悪シリーズ 12
この先どうなる？！ 介護保険！
　　　　　　高齢者を守れるのか…

2018年2月号 第 387 号

どなたでもお気軽にご参加下さい！

場所・ふたわ診療所  耳鼻科外来横の待合所
講師・内科  池田 美佳 医師

ミニ糖尿病教室

若さと健康は足腰から！
糖尿病と運動の話

日時・2月23日（金）
11:30 ～（1時間）

　

生
ま
れ
は
北
海
道
松
前
郡

福
島
町
で
、
横
綱
千
代
の
富

士
と
同
郷
。
15
歳
で
東
京
に

出
て
東
大
生
協
で
働
く
よ
う

に
な
り
、
同
じ
文
京
区
の
土

建
組
合
の
夫
と
知
り
合
い
結

婚
し
、
22
歳
で
大
穴
北
に
転

居
。
土
建
の
健
診
で
二
和
病

院
を
知
り
平
成
２
年

に
友
の
会
に
入
会

し
、
建
設
資
金
な
ど

に
協
力
し
ま
し
た
。

　

夫
が
柏
の
癌
セ
ン

タ
ー
で
治
療
し
、
二

和
病
院
に
転
院
し
５
年
間
看

病
し
て
２
年
前
に
な
く
な
り

ま
し
た
。
百
合
ヶ
丘
で
の
健

康
講
座
に
参
加
し
そ
れ
か
ら

友
の
会
と
の
つ
な
が
り
が
深

ま
り
、
保
健
大
学
に
誘
わ
れ

受
講
。
生
活
習
慣
病
な
ど
ど

の
講
座
も
わ
か
り
や
す
く
理

解
が
深
ま
り
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
中
耳
炎
で
痛

み
を
我
慢
し
、
病
院
に
か
か

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
金
の

あ
る
人
し
か
病
院
に
か
か
れ

な
い
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
社
会
人
に
な
っ
て
初
め

て
保
険
証
を
手
に
し
た
時
の

う
れ
し
さ
は
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

　

病
気
に
な
っ
て
困
っ
た
時

相
談
で
き
る
病
院
が
あ
る
安

心
感
！
保
健
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
や
グ
ル
ー
プ
で
顔
見
知

り
に
な
っ
た
人
た
ち
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
、
地
域
で
の

友
の
会
活
動
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
地
区
代
表
の

佐
藤
さ
ん
は
、
「
ど
ん
な
困
難

な
こ
と
で
も
大
丈
夫
と
」
と

て
も
た
の
も
し
く
頼
り
に
な

る
人
で
す
。＝

佐
藤 
ア
ツ
子
＝

会
員
さ
ん
紹
介

山
崎
ミ
サ
ヲ
さ
ん
の
巻

大
穴・三
咲
地
区


